
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
甲
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。
乙
は
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
厚
木
市
妻
田
北
一
丁
目
一
一
番
一

四
号

（
甲
）
協
和
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

五
十
嵐

徳

神
奈
川
県
相
模
原
市
南
区
東
林
間
四
丁
目
三

番
五
号

（
乙
）
有
限
会
社
光
陽
不
動
産

取
締
役

五
十
嵐
政
市

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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神奈川県厚木市妻田北一丁目11番14号

協 和 商 事 株 式 会 社
代表取締役 五十嵐 徳

貸借対照表の要旨(平成22年９月30日現在)
科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)

自 己 株 式
合 計

金 額(千円)

172,474

3,451,968

3,624,442

37,189

4,492

3,582,760

23,500

3,577,256

4,726

3,572,529

(� 77,893)
� 17,995

3,624,442

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
府
茨
木
市
宮
島
二
丁
目
二
番
一
七
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｃ
Ｐ
Ｈ

代
表
取
締
役

中
野

雅
弘

大
阪
府
茨
木
市
宮
島
二
丁
目
二
番
一
七
号

（
乙
）
株
式
会
社
シ
カ
ゴ
ピ
ザ

代
表
取
締
役

中
野

雅
弘

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

乙の貸借対照表の要旨
(平成23年３月31日現在)

科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
(内賞与引当金)
固 定 負 債
(内退職給付引当金)

株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
その他資本剰余金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)

合 計

金 額(千円)

569,456

201,596

771,052

326,378

(19,320)
121,742

(5,470)
322,931

10,000

121,755

121,755

191,176

2,500

188,676

(124,406)
771,052

平成™š年˜—月™Ÿ日 金曜日 (号外第™šš号)官 報
解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
十
三
日
浜
松
市
長
の

認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る

者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十

四
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

静
岡
県
浜
松
市
浜
北
区
横
須
賀
一
三
三
一
番
地

医
療
法
人
社
団
金
子
会

清
算
人

金
子

孝

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
土
地
改
良
区
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日
愛

知
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
土
地
改
良

区
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成

二
十
三
年
十
月
二
十
六
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き

は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

愛
知
県
岩
倉
市
栄
町
一
丁
目
六
六
番
地

清
算
法
人
岩
倉
市
土
地
改
良
区

清
算
人
代
表

村
瀬

久
通

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
十
三
日
加
古
川
市
長

の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
三
年
九
月
三

十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

兵
庫
県
加
古
川
市
野
口
町
野
口
五
五
番
地
の
一

加
古
川
市
坂
元
・
野
口
土
地
区
画
整
理
組
合

代
表
清
算
人

森
本

將
義

配
当
公
告

岐
阜
県
各
務
原
市
那
加
長
塚
町
一
丁
目
八
六
番
地

破
産
者

浅
野

鈴
子

右
の
者
に
対
す
る
岐
阜
地
方
裁
判
所
平
成
二
十
二
年

（
フ
）
第
三
九
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行
う
の
で
、

次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
三
五
四
、
九
九
一
、
九
六
三
円

（
内
優
先
債
権
額

金
一
〇
、
二
五
〇
、
八
七
七
円
）

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
七
四
、
二
三
四
、
三
五
一
円

（
内
優
先
債
権
額

金
一
〇
、
二
五
〇
、
八
七
七
円
）

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

岐
阜
市
若
宮
町
九
丁
目
四
番
地
大
久
保
ビ
ル
二
階

破
産
管
財
人

大
久
保

等

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
一
日
開
催
の
理

事
会
の
決
議
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
を

も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
四
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

広
島
県
福
山
市
引
野
町
南
一
丁
目
一
七
番
三
二
号

財
団
法
人
福
山
勤
労
福
祉
事
業
団

代
表
清
算
人

岡
Ä
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